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　私のこの報告は“組織発生の形態と化学”に

関する教室同人研究の一部をなすものである．

組織発生とは，今の場合主として胚葉組織と器

官紅織の発生分化を意味しているが，これらに

関し，教室同人は可成りに系統的な報告も提出

し来った．その一部は，初期発生における勾配

説とよばれる．その要旨は，初期発生の聞，外

・中・内胚葉の分化並びに所属する諸器官原基

の形成が行われるが，かかる形態形成に二って

勢力的な物質代謝の過程がおしすすめられる．

この代謝過程は，組織化学的・牛疫化学的・酵

素化学的にみて，一定の規則性の下に行われる

もので，且つ，その事は，夫々の胚葉b器官原

基の分化について，夫々に特異的である．例え

ば，地域的にみて，外・中・内胚葉に夫々特異

的であり，時聞的にみて，所定の胚葉・器官に

関し，分化に旧い経期的に特異な過程を示すも

のである．即ち，基質並びに酵素系の分布は，

言

初期発生の聞，時間的・室間的に秩序性ある勾

配を示すものと理解されるのである．

　組織化学的（井上・民野・西田）・冤疫化学的

（井上）・酵素化学的（倉田等）に見出された，か

かる秩序性は，夫々の報告に詳しい．

　次に〕胚葉分化・器官原基形成に関する上記

の見解は，直ちに器官発生に関しても適用する

ことが出来る．即ち，所定器官が発生分化する

間，その形態形成に即し，基質並びに酵素的に

如何なる分布勾配を示して経過するかの吟味が

それである．この事に関し，内胚葉性器官発生

の組織化学（若野），心・腎等の発生分化に関す

る表面活性基的な理解に基づく実験発生学（井

上），四花異常としての腫瘍の代謝学的分類（三

富）等の成績を挙げ来った．

　既記のうち，若野は内胚葉性器官の分化を組

織化学的に追求した．私は次に一連の研究体制

において，若野によって記載されなかった諸器
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官，就中，中胚葉性器官に関して，組織化学的

な吟味を重ねたいと思う．

　形態に即して，代謝を吟味するには，先ず組

織化学的検索法が挙げられる．この事自体は最

近進歩して来た研究手技に属するが，敏室同人

は，これらに関し30余法を追加し，且つ，それ

らを系統づけた。因って，これを系統組織化学

とよんでいる．

　私は論法の：重要なものを用い，主として，中

胚葉性器官の分化過程を追究することとした．

成績は本文に記す通りである．

実験材料並びに実験方法

　器官発生に使用した材料は贈化早酢で，；艀卵開始後，

1・1．5●2・2．5・3。4。5●6◎7●8・ユ0・12。15・18

。21日の各艀卵胚で，艀卵閉止後，直ちに髄質を割

り，鶏胚を分離し，夫々所定の固定及び組織化学的証

明法を実施した，標本は鶏胚各回を通じ，大体全長に

わたり，水李時に垂直連続切片とし，通常7～10μと

した．贈卵15日以後は夫汝の臓器を個々に取り出し，

同標組織化学的検：索を行い，威績を補備確認した．な

お，三部では，後述するよ5に，各相卵日に応じて，

首部と尾部には発育度に相異があるため，観察部位を

回る程度一定にする必要があった．

　組織化学的検索は次の諸方法を実施した．

　1．Tyrosine，当教室の大原。倉田法

　2・　Tryptophane，　Ehrlichの1去

　3・：Basic　Amino　Acids，大原のTropeolin－0法の

　　変法

　4・Cyatine，　Cysteine，大原・倉田の硫化鉛法の新

　　法

5・Cyto1一物質：，大原の所謂Cytol反応法

6・Glykogen，：BestのKarmin法と大原のCyto1

　反応法
　7・Ribo核酸，：BrachetのMethylgrunpronin法

8・Desoxyribo核酸，：Feu】gen法の大原・倉田変

　法
9・Alkaline　Phosphata言e，高松法

10．　．Acid　Phosphaねse，　Gomari法

　なお，反応段階を9階とし，文中次の略号を使用す

る，

　　（一）（∴）（±）（十）（十）（什）（荘）（柵）（帯）

　Tyrosine　　　Tyr；Ribo核酸　　　R．：N．A

Tryptophane　Try；Desoxyribo核酸D・N・A

　：Basic　Amino　Acids　：B．A．A；

　　　　　　　Acid：Phosphatase　Acid．　P－ase

　Cystine，　Cysteine　SS－SH：；

　　　　　　Alkaline　Phosphatase　Alk．　P－ase

第1章　鶏胚循環器発生の組織化学的研究

　　　　　第1節形態学的所見
　循環器に関しては，その発生の経過に応じて，

次の如く，大体，4期に分つことが出来る．

　第1期　心発生期．飛騨24時間～艀卵70時間

頃迄で，両閲の心原基（原始大動脈）と．血管原

基（背側大動脈）の発生から，左右心原基の合

一・心室並びに心房の形態完成直前迄である．

　第2期　心形成前期．聯卵3旧～卵孚卵7日

で，心房・心室の完成，山冠溝・室間溝の形

成，房中隔・室中隔の隆起等で，艀卵7日迄に

大体，左右脈管口，：左右心房・室が出来る．

　第3期　心形成後期．卵田島8日～卵孚卵12日

で，前期迄の形成が，より充実・肥大する時期

で，機能的にも，一応，成心様になる．

　第4期心完成期．卜兆卵15日以降で，機能的

にも，組織的にも，胎生心として完成される時

期である．

　以下，聯卵日に応ずる鏡検所見を記述する．

　1．購i卵24時間．両側の鵬側々板と内胚葉と

の間には，心原基である原始大動脈と，血管原

基である比内血忌とが認められる．

　2．卵孚卵36時間．腸溝の左右に存在した心原

基は正中線に近接するのだが，この項では，前

腸の腹側において癒合した心を認めることが出
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来る．

　3．贈i卵48時間．胚体内では動・静脈が分化

し，心では房・室の区別が出来，血管中には血

球が遊離の形で認められるようになる．

　4．艀卵3日．心では心筋が発達し，血管系

では膀腸間膜動脹吃前主欝脈・背側大動脈等が

区別出来る．

　5．卵孚卵5日．心内膜は菲薄であるが，血管

部へ移行するに従い密となる．

　6．卵孚卵6日．心筋繊1維はより明らかとなり，

叉，心内腔には中隔が出現する．

　7．鰐卵10～12日目左右両心室並びに心房が

形成され，心臓球は肺動脈と大動脈とに分劃さ

れる．

　8．膨面15日以降．心の変化は少ないが，大

血管では筋が急速に肥大し，内に多くの弾力繊

維が認められる．

　　　　　第2節　組織化学的所見

　1．Tyrosine　心内膜は初期は血管内被と組

織的にも区分困難で反応も同程度に変化する．

即ち，初期（±）で時聞の経過と共に増強し，卿

卵7日以降（朴）となる．心筋は初期には不分明

であるが，卵出漁60時間頃は（一F）程度に認められ，

その後逐次増幽する．心間質結締織は割合に弱

く，心外膜亦（＋）～（＋）で変化は少ない．血管

内被では初期から認められるが，逐次増評して，

艀卵7日では併）となるが，艀卵12日以降梢ζ

減弱する．血管筋は同様に漸次増強するが，前

期では血管内被より弱く，面訴10日以後は併）

と反対に亡くなる．血管外膜では（什）～（十）の

反応度で変化は少ない．

　2．Tryptophlme全般に反応は弱く，禰漫性

に赤紫色を呈する程度である．心内膜・心筋・

．血管内被等は一時（のの反店度を示すが，後期

は全般に（±）程度となる。

　3・：B・sic　Amin・一Acl金儲く初期では周囲

組織との区別は困難であるが，艀卵48時悶では

血管内被は明瞭となり（＋十）の反応度を示し，心

内膜・心筋は（」こ　轟）で，その後は変化は少ない．

外膜部・結締織部は（＋）で低く，血管では，内

被（什），筋（＋）である・副将7日頃から心内膜

・心筋・心外膜共（什）～（甘）となる．又，血管

でも筋の反応度は彊まり（梓）と最：強値を示して

いる．なお，この頃は概して心室部に反応は詠

い．艀卵18日では，心内膜・心筋（什），外膜（＋）

であるが，弁膜部の内膜は併）と他部内膜より

張い．　3ぐ，　反応は全般に糸田月包境界に弓蚤い．夏昨イヒ

時も反応度の変化は少ない．

　4．Cアsti【・e，　Cysteine　5β孚卵48時間頃では，

心のみが僅かに反応しているだけでその他の部

では認め難い．心では反応は血管より常に弱い

が反応度は日と共に増強，卵孚卵15日以降は大体

（吾）程度となる．而して，心内膜の反応は初期

は心筋より溺いが，卵孚卵12日以降は殆んど等し

いか或いは極く僅かに言い程度となる．心間質

結締織及び心外膜は（＋）～（±）であり変化は少

ない．血管では反応の増弧度は心より遙かに早

く，卿卵8日頃から，血管内被：（＋｝：），血管筋（十十）

である．なお，反応は概して中心部に張く，周

辺に弱い．又，揮力繊維は終始強く反応してい

る．

　5．Cytol一物質　初期脈管系は非常に繊弱な

感じで，卵孚卵24時間では全体に（士）程度である

が，卵孚卵36時闇では（＋）と増渇する．その後，

心・戸「」膜をま卵孚夢1ヨ3～5日カミ（十），卵孚白日6～7日カミ

（＋），その後は漸培心筋では大体（＋）．血管

では漸次増張している．艀卵10日以降では，心

は：，内膜（→十）〉外膜（粁）〉筋（十）となるが，こ

の関係は爾後変化しない．1血管では，内庫併）

～（甘），筋（督），外膜（＋）であり，弾力繊維は

（紛と張反応を示している．反応は全般に結合

織に張く，筋繊維では禰漫性である．叉，核は

卵孚出前は軽度に反応しているが，艀化後は反応

を示さない．

　6・Glykogen　脈管系のGlykogenの存在は

他のどの臓器系より著明である．即ち，心筋で

は艀卵36時間に（十），以後漸増し寓意7日では

（暮）となり，その後も引続いて彊反応を示して

いる．心内膜・．血管内被でも初期には認められ

ないが，後期には（±）程度の反応を示し，血管
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筋でも同様に後期には（＋）～（±）程度となる．

嘉応18日では心乱の横紋に一致して禾徹強く反

応しているのが認められる．しかし，鰐化後の

心筋においては横紋と非横始部との反応差は胎

生後期のもの程明瞭ではない．血管では，CytoI

反応が強いため正確な判定は困難であるが，七

化前後には筋暦・弾力繊維に（＋）～（±）程度に

存在するものと思われる．

　7．Ribo核酸　初期の血管は一品の薄い細

胞壁であるが反応は（土）程度で，卵孚卵48時間で

は（十）と強くなる．魚卵日では反応度は最：も張

く，心内膜・血管内被は（暮），その他は（甘）～

（十）である．叉，この頃，心筋横紋部に一致し

て僅かではあるが，忌詞恢に存在しているのが

認められる．卵孚卵15日以降は反応度は漸次低下

し，艀化時は（什）～（＋）程度となる．なお，各

面共晶内膜では室●房内膜より僅かに強い．

　8・Desoxyribo核酸　脈管系における該基質

は他系におけるものより可成り強度である．殊

に後期の血管に著しい．即ち，反応度は卵孚卵12

日頃から張くなり，艀卵28日では血管筋は大体

（什）で内側に僅かに彊く，論弁内膜縁も亦（＋）

と強くなっている．薫化後は心内膜は概して痕

跡であるが，弁内縁のみ（十）～（十），大血管で

は，内被（∴），筋（什），内弾力板部（荘）～（冊）

である．叉，心丙血管では，筋（甘）～（十），上

被（±）程度である．核は絡始（十）～（甘）の反応

度を示し，血球も核のみ彊く反応している．

　9・Alk批Une　phosphatase初期から（＋）の反

応度を示し，その機構の発達と共に漸増する．

面諭48時聞では心内膜・血管内被は共に（＋）と

張まるが，心筋は矛際弱く（十）．しかし，卵直心

60時聞では心筋も亦（＋）となり，各部の反応差

は少なくなる．艀卵3日頃迄前記の朕態で，心

内膜・血管内心は同程度であるが，醇卵4日で

は心の反応は志まり（什）程度を示す．艀卵6日

前なると心では筋は（＋）と減少するが，血管で

は，内心（什），筋（＋）と増強する．叉，この頃

から，心弁膜の内皮が他部の内膜より弧く反応

しているのが認められる．なお，心内膜部の反

応は極く僅かではあるが増出し，二化時では

（紛となっている．心筋でも購化後は梢ヒ増加

し（十）となる．血管では内聞に明く（紛，その

他は（十）～（土）である．

　10．Acid　Phosphatase　初期には反応は弱く

（十）であるが，．血管壁の発達と共に増強し，卵孚

卵48時聞では（甘）となる．卵孚卵3日では心内膜

例心筋・血管内被は（続）であるが，これは心内

膜・血管一一では最高の反応度である．贈i卵4

日では心筋が幽幽値併）を示し，幽幽卵5日では

血管筋が最彊反応を呈している．その後は，心

・血管共に反応度は減弱するが，心における低

下度は可成り著明である．贈i化後は血管内隠の

み（十）程度で，その他は（土）～（一）と非常に弱

い．心筋では艀卵10日以後は心室部より心房部

に強く，叉，卵孚卵15日以降には横紋に一致して

僅かに張く反応している．心内膜では弁膜部が

可成り遍く（＋）～（＋）程度で，血管の反応と略

ミ同等である．

　以上を要約すれぽ次の通りである．

　（1）　心内膜

　心内膜は，初期に血管内被と同様に，一層の

内皮管である．

　　　第；1　表　心内膜における組織

　　　　　　　化学反応成績

Cytol

物質

Glkcogen
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・Tアrほ経過日と共に増彊するが，：B．A．A・S

S－SHもAmino酸として同檬な変化をする．

Tryは初期梢ζ強いが後期は痕跡的となる．こ

れらAmfno酸の変化は共に器官構成の基質的

物質の一部として理解出来る．Cyto1物質は夏艀

卵4日前後と守門15～18日に強くなっている．

叉，Glykogenは後期僅かに認められる程度で

反応は心筋に比較して極めて弱い．R．N．Aは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ初期細胞分化の盛んな時に増加し，後期機能の

増張・細胞の充実に件って増加している．D．

N・Aは初期痕跡的で，その後は認められない．

P－aseのAlkとAcldとは矛徹相異するが，原

則的には分化度に応じて変化していて初期の反

応四四は著しい．後期にはAlkでは（紛，Acid

では（十）と梢ζ増強しているが，この事は心機

能に関係が深いと考えられる．なお，反応は全

般に弁膜部に深い．

　（2）心　筋

　心筋は初期に急速に細胞分化を起し形態を整

えるが，律動は初期の心形成が行われると同時

に始められる．この機能は卵孚卵3日頃から著し

く明らかとなり，その後は逐次哀痛する．

第　皿　表　心筋における組織

　　　　化挙反応成績

Cyto1

物質

Glkcogen

　Tyr・SS－SHは漸増，　Tryは（±）～（み）．：B．

A．Aは大体変化なく（畳）～（＋）で，　Amino酸

は変化少なく基質としての意義が考えられるの

みである．Cytol一物質は絡始変化少なく（＋）程

度で，購卵15～18日に僅かに強い．Glykogen

は心においては特に彊く，卵孚卵7日以降（督）の

成績を示している．この事は心機能と関係が深

いと考えられる．R．：N．Aは初期から可成りの

反応度を示しているが，その後の変化は少なく，

D．N．Aは初期のみ（士）程度であるが後期は痕

跡となる。P－aseは初期は分化度に応じて，卵孚

卵4日に（什）～（紛と最張の反応度を示し，後

期はAlkでは増止している．この事はP－aseは

細胞分化のみならず，臓器の機能にも関係が深

いことを示すものであろう．

　（3）　心外膜並びに心間質結締織

　共に反応度弱く，その変化も亦少ない．心外

膜は肺その他の外膜と近似し，心間質もその他

の結締織と同様である．

　（4）血管内命

　血管三富細胞の分化は，血管原基即ち背側大

動脈の発生時から始まる．逐次増張し，贈i卵3

第　皿　表　血管内被における

　　　組織化学反応成績

Cyto1

物質

Glkcogen
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日頃迄，胚の内外血管網は出来る．

　Tyr・：B・A・Aは初期から漸増し，幽幽3日以

降（什）程度の反応度を示し，箕yは艀卵48時闇

から醇卵12日の間は（十）と梢ζ彊く反応してい

るがその他は弱く，SS－SHは反応は逞く認め

られるが増加は急速で，艀卵8日以降（荘）程度

となる．

　Cytol一物質も漸増するが，卵孚化時では最も強

く（帯）の反応度を示している．Glykogenは後

期セこ（士）程度にあるのみで反応は認め難い．R．

N．Aは初期より割合明瞭に認められ，艀卵10～

12日に最：も彊く（暮）の反応度を示している．こ

れに反しD．N．Aは殆んど認められない．　P－ase

はAlkは漸増し，艀化時では（梓）と彊反応を示

すが，Acldは初期のみ強く（什）で，その後は漸

減する．

　以上の通りであるが，脚部ではCytol一物質・

Alk　P－aseの増量が目立ち，叉，　SS－SHの存在

が多い．

　（5）血管筋

　血管筋は忌事卵48時間頃より認められ，逐次に

発育している．

第　IV　表　血管筋における組織

　　　　化学反応成績

Cyto1

物質

Glkcoge

　Tyrは初期より可成りの反応度を示している

がその後も漸増して，貯卵10日以後は（甘）とな

る．Tryは反応弱く（±）程度であり・B・A・Aで

は面隠7～8日に最も強く（什）で，その後は漸

減し贈化時では（十）と弱くなっている．SS－SH

は漸増し艀卵8日以降（甘）となるが，血管内鼠

程反応度の変化は著しくない．Cytoレ物質は内

被と同様漸増し卿謡扇では（群）程度を示してい

　　ロる．なお，反応はSS－SHと共に内二二板部に

張～・．Glykogenは血管内被より僅かに張い程

度である．R．N．Aの反応度は漸増するのみで

変化は少ないが，D．N．Aは他部に比べて多く，

艀化胚では大動脈起始部に（督）程度に，叉，弾

力繊維には（冊）程度に認められる．P－aseでは

Alkの反応は弱くAcidのみ初期に強く反応し

ている．

　概して，反応度の変化は箪調であるが，他部

に比べ，Cytol一物質並びにD．N♂Aの多いこと

が特異な所見である．

　　　　　第3節小　　　　括
　心原基は，28時間胚に出現しはじめ，最：初一

層の内皮暦に囲まれた腔である．しかも，この

部位には既に基質としてのB．A．Aが彊存し，

R．N．A・D．N．Aも張く豊富，且つ，　Alk　P－ase

並びにAcid　P－aseの活性も高いことを特徴と

する．

　この内皮暦はやがてEndocardiumに分化し，

これを取囲んでいた油締中胚葉の肥厚部，心外

筋膜Epi－myocardiu叩も後にはMyocardium

とEpicardimnとに分化する．

　36時間胚ではEpicardiumはEndocardiumと

同様に，：或いは更に濃厚なB．A．A・R・N・A・

D．N．Aを検出，　Alk並びにAcid　P－aseの存在

が確認される．これらの酵素活性は，該当部位

が附近の組織に比べて成長と分化が張く行われ

ていることを示す．因みに，この時期では，心

外筋暦に心内膜より豊富なものとして，Tyr・

Try・SS－SH・R．N．A・D．N．A・Glycogen

Acid　P－aseを挙げることが出来る．

　P－aseは，いずれも次第に酵素活性を漸増せ

【　6　】
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画面，殊に，Alk　P－aseは時期的に分化が最も

勢力的に行われる卵孚卵4日目の心原基にあっ

て，心内膜・心筋・心外膜共に最高活性度を示

している．即ち，この時期にあっては，心外筋

膜が心外膜と心筋とに分化し，且つ，心筋に横

紋が現われはじめ，2心房・2心室の形態をと

りはじめる．その後，Alk　P－aseは心筋・心外

膜に漸減傾向を示すが，心内膜は醇化期に至る

迄減少しない．Acid　P－aseはこれより若干早期

に活性度を増加させ，心内膜では卵孚卵60～72時

聞を最：高活性とする．以降漸減勾配を，心外筋

膜では4日胚を最高とする漸減勾配を（この点

Alk　P－aseと同様である）を示す．

　Add　P－aseがAlk　P－aseセこ先行する、ことは，

組織分化に関する通則であって（この事実は教

室同人の初期発生に関する組織化学的検索に基

づいて見出された），心といえどもその例外に

属しない．

　P－aseの時間的勾配を追求すると，今一度，

購化直前において増加する．筋牧縮は，Pの

turn一・verを以て行われるから，恐らくは確実

に，艀化直前におけるP－aseの増加は醇化後の

環境激変に対応する心筋の牧縮能に対して準備

されたものと判断してよいであろう．

　即ち，P－ase活性を示標として判断すると，

それは心分化の最高期である4日胚に第一の最

高価を，艀化に準備された三面化直前胚に第二の

最：高価を示す．前者は分化に，後者は環境への

適応準備に関連するものと，私は理解する．

　P－aseと同様な経期的勾配を示すものにTyr

並びにCytol一物質がある．就中後者は，繊維形

成による細胞構成因子で，この点，酵素活性の

構築因子との聞に雫行が認められて興味深い．

　Acid　P－aseの活性度の少ない10～15日胚に最

も強心するのはR・：N．A並びにCyto1一物質であ

る．この時期は，周囲血管系が発達し，心にも

結締織・富力繊維が形成され，その意味での心

分化が次第に完成される時期に相当する．これ

に対応して，発生後期に至るに従いTyr・ss－SH

が彊く検出され，卵孚化後といえども減少しない．

　心筋における特異な存在はG］ykogenである．

これは心筋分化の当初（36時間胚）既に豊富に

検出され，横紋出現に一致して増加（3～4日

胚），以降（7日胚から艀化期に至る間）極めて

豊：富，最：高価に見出される．Glykogenは心牧縮

のEnergy源たるもので，その完成において面疽

化を迎えるということが出来る．

　次に血管系をみると，血管内被の組織化学的

所見は心内膜のそれと，血管筋の所見は心筋の

それと，殆んど同轍的な時間的勾配を示す．た

だ，血管系の分化は心のそれよりも時聞的なズ

レを以て経過する．

　心と全く同じ傾向を示すものにTyr・SS－SH

並びにAcid　P－aseを，殆んど類似の傾向を示

すものにR．N．A・Tyr．・13．A．Aを挙げること

が出来る．但し，血管系にはGlykoge11は極め

て少なく，SS－SHがより豊富である．

　注目すべき事実は，血管内面（並びに血管筋

層）にAlk　P－ase・Cyto1一物質並びにSS－SH基

が比較的に豊：富であるという点である．私共は，

血管内題を，経血行性に運ばれた物質が，毛細

血管一・実質細胞への移行に際しての仲介的位置

にあっての代i謝性細胞と理解している．この意

味での基質並びに酵素系として，既記物質を判

断すべきであろう．それらが胎生期における血

管内応を特徴づけ’ている．

第2章鶏四四尿生殖器発生の組織化学的研究

　　　　　第1節形態学的所見
　腎の発生は，前腎・中腎・後腎に区分するこ

とが出来る．前腎は痕跡的器官であって，小管

は歯腔を有しない細胞索であり，小体は見られ

ない．中腎は贈i卵50時聞頃になると分化して来

るが，この際も，胚の面前程分化が進んでいて，

尾方の中腎が十分に分化する頃には頭方のもの

には既に退化現象が起っている．而して，前腎
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及び中腎の発育過程については次のように区分

出来る．

　第1期発生期，卵孚卵24時間～卵孚卵3日で，

腎節形成，前腎の発生並びに退化，中腎発生の

時で，大体，中腎箪位の出来る迄である．

　：第2期　分化期，卵孚卵4目～艀卵7日で，中

腎分化が漸次盛んになるが，機能的にはまだ低

調な時期である．

　第3期　機能期，卿卵8日～鰐卵12日で“分

化発育は急速に進み，中腎小管の増加・集合管

の新生・小体の充実等が顕著で，機能も亦盛ん

になる時期である．

　第4期邊化期，貯卵15日以降で，分化は完

全に行われなくなり，器官退化が顕著になる時

期である．

　大略前記の通りであるが，卵孚卵8日以降発生

する後腎についても同様である．但し，後腎は

退化することなく成体腎に移行する．

　性腺は卵孚卵4日頃に中腎製内側の腹膜肥厚と

して認めることが出来るが，その中に，可成り

大型な細胞で，核が不整型，且つ，細胞質中に

多数の微細な色素粒の有する始原性細胞を認め

ることが出来る．腹膜肥厚は中腎形成に関係す

る間充織と共に生殖堤となり，体腔被膜の直挿

に従って体腔中にぶらさがる．これが性集原体

である．而して，発生期の性腺は外方に性細胞

及びその外被より成る細胞暦（皮霜）が認めら

れ，内方に中腎に由来する面心織（髄暦）が認

められる．次に，性腺の発育分化であるが，皮

暦の生殖上皮が増殖肥厚し心匠組織を作って性

巣の間充織内に深く侵入する．これは第一次性

索或いは髄性索と呼び雌雄何れにも見られる．

雄では第一一次性索は闇充織に緊括されて生殖上

皮より分離し各々が発達屈曲して精細管とな

る．雌では更に生殖上皮の増殖が続けられ数暦

の細胞暦となり第二次性索を形成する．

　叉，卵孚卵7日になるとMuUer氏管の形成が

認められる．即ち，中腎襲の外側に縦走する一一

条の溝が現われ，やがて陥入して一本の管とな

る．この二心は，丁度，祠1経溝から祠軽管が出

来るのと同様である．

　以下，溶卵経過に応じて記述する，

　1．贈卵24時間．側板と体節との間に，細く

絞れた短い細胞索が見られる．これが体節茎で

あり，前腎の母体である．

　2．艀卵36時聞．背暦の体節茎から背方に向

う細胞索が形成される．これが前腎で，まだ細

胞集団という感じが這い．

　3．鰐卵48時間．前腎管は第15体節を越えて

中腎の範囲に達し中腎管とな：る．前腎管は頸部

より退化し始める．

　4．山面60時間．申腎管は腰椎部に達し，充

実性球形細胞集団から小管形成へと移ってい
る．

　5．卵孚卵3日．細胞集団中に中腎小管は見分

け得るが，中腎小体は識別し難い．

　6．卵孚卵4日．中腎管は中腎外側部に存在

し，中腎小管は2～3箇その内側に見出され

る．叉，この頃から申腎小体が明らかとなる．

性腺は中腎髪の内側に始原性細胞を含む腹膜肥

厚部として認められる．

　7．贈卵5日．分化は急遽に進み，新たな中

腎小管が多数認められ，性腺は腹膜肥厚から性

集原体へと移っている．

　8．艀卵6～7日．中腎外側にMUIler氏管が

認められ，刺1経管晶晶の所見を示している．性

腺では第一次性索の陥入が認められる．

　9．卵孚卵8日．中腎小管では主部と潤管部と

が明瞭に識別され，中腎小体でも体部と八部と

の間に可成りの室隙を認め得る．性腺でも第一

次山鼠は闇充織に正面されて内部に多数存在す

るようになり，MUIler血管は中腎外背側に管腔

を形成する．なお，この頃から，後腎分化は中

腎背側の造紙組織に始まるが，まだ初期で腎輩

位の数も少なく，且つ，小さい．

　10．卵面面10日．中腎分化は最高となり，中腎

小管は鬼瓦様の所見を示している．性腺では雌

に第二次性索の分化が認められ，雄では第一次

性索からの性細胞の分化が進んでいる．

　11・鰐卵12日．申腎では一部に退化の徴候が

【　8　】



鶏胚器官発生における組織化学的研究 109

現われ，組織は室虚な感じとなる．後腎では分

化は相当進んでいるが，まだ可成りの部分が造

腎組織として認められる．

　12．卵孚卵15日以降．中腎では各部は逐次退化

し，室虚な感じが張くなる．後腎の形成は漸次

進み，卵円卵18日で造庭組織は殆んど認められな

くなる、叉，後腎組織は中腎各部に比べ，構造

は緻密で，且つ，小さく，中腎の穐～％程度で

ある．なお，島山時でも申腎組織は少ないが残

存している．

　　　　　第2節　組織化学的所見

　1．Tyrosine　卵孚卵24時1鐸男では腎部は（十），艀

卵36時間では憂節・前腎管は（＋）となり，その

後は逐次強くなる．卵孚卵7日では細尿管の反応

は（十ド）であるが，反応は内腔縁に張く周辺部に

弱く，境界は不鮮明である．叉，糸毬体は細胞

団塊という感じで（紛，嚢部は（朴）である．卵孚

卵8日頃分化する後腎はく什）一塊）であり，中

腎では艀卵12日以降機能の低下と共に反応は弱

くなり，糸毬体（十），露出（十）となる．

　2．Tryptophane腎節・前腎小管・前腎管・

結締織部は（±）程度である．中腎各：部は初期は

（＋）であるが，後期は（±）と低下する．後腎で

も同様である．該基質は，全般に反応は弱く変

化も著明でないが，地頭体部において反応は僅

かに高い．

　3・Baslc　Amino　Ac｛ds腎重か前腎小管等は

初期より（＋）と可成り点く反応している．卵孚卵

3～6日は細尿管・申腎管は（什）となるが，反

応は僅かに歯腔縁セこ賄い．叉，前宵体部は一見

（柱）程度に見えるが，これは血球のためで，上

皮の反応は大体（十）～（甘）である．なお，血球

は終始（冊）と強い．卵孚卵7日では細尿管起始部

は僅かに張くG＋），細尿管主部では内腔縁に張

く（柑）程度である．後腎は恐山8日頃から分化

してくるが，反応はどの部も彊く（絆）である．

腓卵12日では中腎の反応度は低下するが，低下

度は腎小体に近い部分により著しい．叉，この

頃認められる係蹄部は（什）である．卵孚卵15日以

降は，中腎の反応度は退化と共に低下するが，

低下は小体部に早く，細尿管部ではその遠隔度

に応じて逼れている．反対に後腎では糸毬体部

の反応が細尿管部より強い。卵孚化時の成績は，

糸毬体（骨）～（十ド），細尿管（什）～（十）である．

　4．Cアstine，　Cysteine　この基質は逞く現わ

れ急速に増加する．卵孚卵60時間は，前腎管・中

腎管は（±）であるが，卵孚卵5日では（什）～（荘）

となる．雨隠12日以降，中腎組織は室隙が多く

なり反応度は低下し始めるが，糸面休の低下度

は他部に比べて著明ではなく，且つ，遅れてい

る，後腎は弧い反応を示し，’ ?{体（柵），嚢

（荘），細尿管（暮）～（十）である．中腎細尿管で

ば全般に基底膜部に彊く，主部のみ刷子縁部に．

温い．艀卵15日以降は中腎の退化・後腎の充実

とは関係なしに反応は逐次低下し，卵孚化時で

は：，中腎（十），後腎（十）～（十）で，反応は両：者

共糸毬体部セこ矛際張い．

　5．Cytol一物質　艀卵36時聞頃迄，腎節・前腎

管は（±）であるが，卵孚卵60時間では（十）となり

漸減する．而して，反応度は中腎小体からの遠

隔度に比例して弱まっている．面出10包12日で

ば糸頭体は（朴）～（督）で，細尿管内腔縁の反応

は釜二品く（柵），叉，潤管部の反応は（昔）とな

るが，反応度の増張は末梢部に行くに従い時期

的に上れがある．後腎では該当部の反応は（＋）

であり，内小縁（十十），外縁部（十）～（十予）である．

艀卵15日以降は中腎では糸毬体の反応度は増量

し（十十）～（十十｝）となるが，細尿管部では内応のみ

（紐），胞体は（十）で，後尉面より弱くなる．こ

れに反し，後腎では各部の反応度は増益し，糸

繰体（絆う～（柵），細尿管・尿管（粁），叉，細尿

管内腔も（苔）からG丹）となる．卵孚化後は中腎で

は細尿管内腔縁の反応度は低下し，細胞と核は

不鮮明に，境界も不明瞭になる．

　6．Glykogen．全般に：分布は少なく，反応は

極めて低調である．申言小管では主部に管内縁

に滑って痕跡～（±）程度に認められ，糸毬休で

は艀卵12日に（＋），その前後に（±）と大体機能

に比例した変化を示している．この事は後腎に

おいても同歯である．

【　9　】
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　7・R五bo核酸艀卵24時闇の腎節は（士）程

度であるが，卿卵60時間頃中腎管腔iに面して穎

粒状に増加し（十）程度になり，艀卵6日では

（→＋）～（骨）となる．細尿管における反応は概して

始部に張く，叉，内字縁に強い．鰐卵8日では

所見は可成り異なり，全般に（刊・）程度で部位に

よる反応差は少なくなる．この頃認められる後

腎は（十）～G十）程度である．艀卵10～12日では

申腎分化は最高となるが，反応は却って低下す

る，この事は細尿管末梢部により著明である．

その後中腎では反応度は急速に低下し，融化時

では（十）～（±）となる．後腎でも同様に反応度は

低下するが中腎程著しくなく，艀化時でも糸毬

打（十）～（什），細尿管主部（＋）の反応度である．

　8．Desoxyribo核酸反応は極めて弱く，初

期（＋）であるが漸次低下する．ただ核のみは他

臓器と同誌張反応を示している．而して，面面

10日以後において，退化申腎と新生後腎との差

が核の反応差として認められる．即ち，中腎で

は，糸毬体（丹），細尿管（十）で淡白な感じが強

く，後腎では，小体（十ド），細尿管（十卜）～（十F．）で

ある．概して糸春休は絡心張反応を示している

が，細尿管でも新生部は（什）～（粁）と比い．

　9．Alkltline　1）hosphξ｛tase艀卵36時間頃迄は

腎節・前腎管は大体（十）であるが，贈卵48時間

頃より急速に於くなり（粁），歯応60時聞では

（絆）となる．卵孚卵4日頃の中腎小体は（什），卵孚

卵6日頃から全般に反応度は低下し（十）程度に

なる．しかし，細尿管主部では内感縁に滑って

可成り急く反応している．購卵8日では細尿管

の内腔縁濃染は主部は勿論，潤客部でも認めら

れ，艀卵12日では（柵）となる．而して，その後

の中腎では反応は漸次弱くなる．なお，細尿管

細胞の胞体の反応度変化は少ない．後腎では初

期は組織は小さく反応度は払いが，日と共に漸

減し卵孚卵18日では，小体（耗），主部は内高縁に

弧く（甘），潤二部（＋）である．卿化時は反応差

は更に著しく，糸毬体（トト），細尿管主部G十Dで，

反応は内縁に強く外側に三って禰漫性に弱くな

っている．鉄管部では（＋）で辺縁部に強い．集

合管以下では反応は非常に弱く（士）程度であ

る．

　10．Ac｛d　PhosPhatこlse鰐卵36時間頃迄腎節

前腎管は（十）程度であるが，その後反応は漸増

し忍言6日では，腎小体（什），細尿管主部（絆），

潤管部（十干），中腎管（十十十）である．左書卵8日では

中腎は細尿管主：部面に刷子縁部に強くなり，反

応度は潤管部と共に（柵）程度となっている．し

かし，中腎管はこの頃から逐次低下し（甘）とな

る．後腎は造腎組織中に分化し始めるが，反応

度は（粥）で頗る彊い．艀卵10～12日では申腎糸

毬体及び細尿管主部は高度の反応度（朴）～（柵）

を示しているが，潤管部以下の部においては引

続いて反応度は低下している．その後中腎各部

の反応度は漸減し，卵孚化時では（十）以下とな

る．而して，減弱度は細尿管に著しく，糸面体

に綾慢である．一・方，後腎でも反応度は漸減す

るが中腎程著しくなく，磁化時でも，虚血曲

げ），細尿管主部（十）v（什），その他（＋）程度

の反応を呈している．

　次に，煙腺部の反応成績であるが，

　1．Tyrosine　前門卵4日では（十）～（十）であ

り，醇卵5～6日では（＋）程度で，始原性細胞

も腹膜細胞も同程度の反応度である．贈i卵7日

以降では始原性細胞は腹膜細胞より梢ζ反応度

は弱い．なお，間充織は（十）～（土）である．

MUIler高論では内皮に張く（什），周囲紺織は

（＋）程度．

　2．TryptoPhalle性腺・MUller氏血忌に（十）

～（±）程度で，僅かに歯腔縁に張く認められ

る．

　3・Baslc　Amillo　Aclds耳P筆卵4日の腹膜肥厚

部は（＋）程度であるが，腹膜細胞と始原性細胞

との聞には反応差は認められない．卵孚卵6日以

降では，腹膜部（什），始原性細胞（十），闇充織

（＋）で，その後は性腺分化の進展にかかわらず

変化しない．Miiller氏管では卵孚卵7日は（十）～

（什），卵三寸12日は（替）～（十）である．

　4．Cystine，　Cysteine　卵孚卵5日では腹膜部

は梢ミ濃く（什）であり，中に始原性細胞が僅か

【10］
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に明るく認められる．面魂8日では生殖上皮部

に反応は強く（暮），贈i卵12日以降は各部共（曾）

であるが，始原性細胞は大きく・均一的に染色

している．M廿11er血管は反応血肉く，内皮（拝）

～（柵），周囲組織（暮）である．

　5．Cytol一物質　卵孚卵7日頃迄は各部の差は

少ないが，贈卵8～10日では腹膜部は（什）で外

縁に強く，内部に禰漫性に弱くなっている．始

原性細胞と聞充織は（＋）～（＋）であるが，僅か

に性細胞が強く反応している．しかし，その後

は性細胞の反応度は低下し，卵孚卵12日では（＋），

購i卵15日では（＋）～（±）となり，三糸織より弱

くなる．MUller乱言は，艀卵7日の原基では（十）

～（＋）艀卵8日以降は内皮の反応は弱く（＋）程

度で，細胞境界・内血縁共に不明瞭である．し

かし，基底膜部は非常に届く（什）～（甘）であり，

周囲組織は（＋）～（甘）である．

　6．Glykoge11性腺では反応は極めて弱く，

僅かに始原性細胞に（↓）程度認められるだけで

ある．M田ler氏管では内皮は（士）～（∴）．

　7．Rlbo核酸卵孚卵4日は（1’「一），卵孚卵5日で

は（粁）である．始原性細胞は（十）程度で腹膜部

より僅かに弱く，核周囲に顯粒歌に認められ

る．蝋画8日では生殖上皮部は（拝）となるが，

この事は雌における再増殖症により著明であ

る．艀卵エ2日以降は全般に反応度は減弱するが，

低下度は中腎程著明ではない．なお，聞充織は

絡繰（＋）～（士）である．Miiller氏管は内皮は

（絆）と非常に張く基底膜部も亦（＋）と梢ミ強

い．卵孚卵10日以降は反応度は減弱し，内皮（什），

基底膜部並びに周囲阻織は（＋）となる．

　8．Desoxyribo核酸　性腺並びにMiiUer氏

管では反応度は低く，原形質部では痕跡的であ

る．なお，始原性細胞の核は大きく・淡く染色

していて，周囲細胞核とは頗る対称的である．

　2．二＝全lkalille　PhOSI）hatase　卵孚卵4日の腹膜肥

厚部では始原性細胞は周囲細胞より梢ミ張く

（十）程度である．醇卵6日でも同檬で（十）～

（粁）であるが，購卵7日以降は始原性細胞の反

応度は漸減し，卵孚化時では（十）～（±）となる．

このため卵目盛8日以降は却って周囲組織より反

応度は弱い．Mtiller氏管は贈卵7日では（什）～

（十）であるが，野卵8日では，内皮（干），周囲

組織（十）となる．

　10．Acid　Phosphatase耳1孚卵4日では始原性

細胞と周囲組織との反応差は少なく，共に（昔）

程度である．艀卵8日では性細胞は（＋＋）と矛際

強く，間充織その他は（＋）～（＋）である．購i卵

10日では性細胞は（十干）～（什）となる．概して，

性細胞の反応変化は性腺の癸育時期にかかわら

ず乏しい．一MUIIer氏管は卵孚卵7日では（什y～

（＋），貯卵8日では1内皮（十＋），周囲組織（＋）

～（＋）である．なお，艀卵10日以降は反応度は

梢ぐ減弱する．

　次に，これらの反応成績を部位別に纏めれば

以下の通りである．

　（1）　腎節・前腎管並びに中腎管

　購卵24時間では腎節が形成され，卵孚卵48時闇

では前腎管・前腎小管は頭側に分化している．

第：V　表　腎節・前腎管・中腎管に

　　　おける組織化学反応成績

Cyto1

物質

αkcogen

　TyL　は6～ユ0日胚に最も彊く（搾），　Tr）rは1

4～12日胚に（十），B．A．Aは7～12日胚に（絆）

で，概して機能面に多く，その他の時期にも可

【11】
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成り多く認められる．SS－SHは他のAmino酸

と梢ヒ異なり，5～8日胚の分化期に最：も強く

（什）で，出現は割合に占い．Cytoレ物質は漸増

で反応差は少なく（十），Glykogenの反応は終始

認められない。R．N．Aは分化期に強いが反応

度は低く（子）であり，D．N．Aは初期に解く僅

か認められるのみである．P－aseでは，Alkは発

生・分化期に，Acidは分化期に強い・殊にAcid

では（冊）と彊反応を呈している．

　（2）　中腎細尿管

　細尿管は，主部・潤管部・その他に区分され

るのであるが，概して同等の反応，叉は，一定

勾配に従う反応度を示すので，一括して記述す

る．

　Tyrは艀卵経過と共に張くなり，電量卵6日以

降（暮）程度となるが，概して，細尿管部に彊く

集合管以下に弱い．Tryは辺縁部に僅かに張く

認められる程度．HA．Aは機鋒8日頃に最鰯曇

いが，反応は大体（朴）～G＋）で潤管笛セこ弧く，

叉，内膣縁に滑って強い．SS－SHの反応は各

Amino酸と同様卵孚卵7日頃最：も謡いが，反応は

刷子縁部並びに基底膜部に彊く，叉，集合管部

第；VI　表　中腎細尿管・主・部に

　　おける組織化学反応成績

Cyto1

物質

Glkcogen

以下に弱い．Cytol一物質では反応は逐次亡くな

り，艀卵10日では（朴）程度となる．反応は主部

に温く集合虚心以下に弱い．なお，内感縁は贈

卵12日頃に最も謳い．R．N．Aは主部に張く集

合管部以下に弱い．叉，日と共に反応度は漸減

し，艀卵12日では主部は（＋）となり集合管部以

下は（±）となる．D．N．Aの反応度は極めて弱

い．Alk　P－aseは主部ではAcid　P－aseと共に

発生分化期及び機能期に赤く，叉，反応は分泌

部位の内側にのみ強く（柵）～’（梓）である．なお，

集合管以下の反応度は弱い．Acid　P－aseは機能

期に喪い．初期では園圃部に幽いが，醇卵8日

第　皿　表　中腎細尿管・潤園部に

　　おける組織化学反応成績

Cyto1

物質

Glk（貢）gen

以降主部の反応は逐次弧くなり，卵孚卵12日では

中腎管より張くなる．而して，反応度は直訴10

日頃最：も強く（十H・）～（梓〉であり，卵孚化時では，

主部（甘）～（甘），集合管以下（＋）程度である．

　（3）心血糸雨体

　鶏胚では前腎は痕跡的で前腎小体の発育はな

く，腎小体としては申腎小体が最初である．

Tyrは初めから可成り強く禰漫性に反応してい

るが，卵詠出7～10日に最も張い．Tryは全般に

変化少なく反応度は低い．B・A・AはTyrと同

【12】
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第　田　表　中腎糸面体における

　　　組織化学反応成績

課 1 1．5 2 2．5 3 4 5 6 7　8 10 12 15 18 21

Tyr

Try

B．A。A

SS＿SH
　　　　　　　　　　　　9

@　　　　　　　　　　・

Cytol

ｨ質

1kcogen

R．N．A

D．N．A

Alk
o－ase

Ac量d

o＿ase

様である，．SS－SHは反応度の変化は少なく（甘）

～（＋）であるが，他の』Amino酸と同船贈卵8

日頃に梢ζ青く認められる．Cytol一物質は日と

共セこ彊くなり，退化時といえども彊反応を示し

ている．この事ば主として血管球による反応

と考えられる．なお，卵孚化後反応は矛賑弱くな

る．G】ykogenは概して弱いが，機能の最：も盛i

んな時に（＋）～（±）に認められる．R．N．Aは

初期から可成り多く存在し，退化期に梢ぐ急速

に減弱するが，この事は，R．N．Aが分化のみ

ならず，機能並びに組織の充実度にも関係する

ことを示すものと考えられる．D．N．Aは核に

のみ認められる．P－aseではAlkは分化期に，

Acidは機能期に最：も強い．

　（4）後．腎

　後腎は中腎背側の長腎組織に分化するのであ

るが，艀卵8日ではその下位は小さく，一つ一

つが細胞の＝塊にすぎず，各反応は相当に張い．

而して，反応度の変化は原則的に中腎各部の変

化に準じている．

　Tyr（荘），　Try（±），β．A．A（料）程度．　SS－

SHでは初期（紛で漸減している．　Cytol一物質

は漸増の傾向であるが，糸六体に強く（柵）で，

第　］X　表　後宮司毬体における

　　　組織化学反応成績

凝 ユ 1．5 2 2．5 3 4 5 6 7 8 10 12 1518 21

Tyr

Try

B．A．A

SS－SH

CytoI

ｨ質

G】kcogen

尽N・A

D．N．A

A！k

o．ase

Acまd

o＿ase

第　X　表　後腎細尿管・尿管に

　　おける組織化学反応成績

凝
Tyr

細　尿　管

8　10 1215 1821
尿　管

12　15　18　21

Try

B。A．A

SS＿SH

Cyto1

物質

Gikcogen

R．N．A

D．N．瓦

坐。、。

塊，，

細尿管では（什）である．Glycogenは後期に糸

毬体に認められる．R．N．Aは（甘）程度から漸

減し（士）程度となる．D．N．Aは核以外は痕跡

的．P－aseでは：』Alk，　Acid共に（＋＋）～（柵）から

漸減し（十）～（±）となる。しかし，糸面体部の

【B】
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反応度の低下は他部に比べて著明ではない．

　（5）性　腺

　性腺は誌面4日頃から分化し始めるが，その

発育過程については前節に記述した通りであ
る．

第XI表　始原性細胞における

　．　組織化学反応成績

凝 1 1．5 2 2．5 3 4 5 6 7 8 10 12 15 18 21

Tyr

Try

B．A．A
一

SS＿SH

Cyto1

ｨ質

Glkcogen

R．N．A

D．N，A

Alk
o．ase

Acid
o－ase

　Tyrは反応度の変化は少なく，性細胞は（＋）

程度で腹膜部は（什）程度である．Tryは反応弱

く性細胞の識別は困難である．B．A・Aは外縁

：部の反応強く，性細胞は下下7日以降（朴）と，

大体一定する．SS－SHでは各部は大体同程度

で（暮）位，性細胞は（什）程度で反応は均一的で

ある．Cyto1一物質は外縁に張く内側に日月的に

弱くなっているが，性細胞は僅かに反応は張

い．R．N．Aは腹膜細胞は煙く反応していて（暮）

～（什），性細胞は（＋）程度で核の周囲に存在す

る．中腎と異なり反応度の低下は認められな

い．D，：N．Aは初期僅かに認められる程度．　Alk

P－aseでは性細胞は初期に（＋）～（粁）と張いが

艀卵7日頃から弱くなり（＋）程度となる．後期

では反応度は弱いが，皮質増殖部のみ梢ζ強く

（督）～（十）である．Acid　P－aseは第一一i次・第；二

次性索は殆んど同程度で（朴）と梢ヒ恐い．なお，

性細胞の核の反応度は弱い．

　（6）MUIIer直管

　Mtiller六宮は短期間であり，且つ，変化も少

ないが，その特徴として，SS－SH・R．N．A・

Cytol一物質を挙げることが出来る．即ち，　SS－

SH・R．N．Aは内皮部に張く，Cyto1一物質は反

対に弱い．なお，M量iller氏管の周囲組織では，

SS－SH及びCytol一物質は可成り強く，R．N．A

は反対に弱い．

　　　　　第3’節小面
　中胚葉腎節は，最：云云腹二面より成る小部域

にすぎないが，分化当初より既に，他の中胚葉

域と比較して，強いP－ase活性を示すことが特

異である．成体の腎は，所謂，腎P－aseと呼ば

れるものを豊富にもっことを特徴とするが，そ

れが，原基形成と共に早くも現われることは興

味に価する．腎節原基より，先ず前腎が，つい

で中腎が，而して，後期に後腎が形成されるが．

組織化学的にみて．前・申・後腎の凡てを通じ

て，夫々の分化の過程に，P－aseが特徴ある分

布様式をとっている．

　即ち，幽遠5～15体節よりの前腎に，Alk並

びにAcid　P」aseを相当強く（＋）証明するが，三

品より前腎小管が形成されると共に3漸増して，

途に（替）～（措）となる．やがて，48時声言の立

論の20～30体節より，中腎が形成されはじめる

が，その部においても，当初からP－ase活性が

相当に強い（粁）．中腎がその機能を最：も発揮す

るのは，5～11日胚と判断されるが，P－ase活

性度もこれと準行するものである．即ち，4～

5日胚に，中腎は分化をはじめ，腎小体並びに

細尿管を形成するが，Alk　P－aseは全体的に活

性度が強く，腎小体・細尿管主部・潤管二二に

（什），血管糸毬体は（十）～（什）である．これに

対し，Acid　P一公seは腎小体（十）～（十），細尿管

主部（十），潤磯部（什），中腎管（拝）というよう

に，集合管に至る程，活性度を弧くするという

勾配を示している．

　中腎が形態分化を一応完成する卵孚卵4～5日

をすぎると，Alk　P－aseは一時漸減傾向を示し，

【14】
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6日胚では細尿管全般に（＋），7日胚でも同様

（＋）であるが，8日胚に至ると再び活性度を増

してくる。この時，Alk　P－aseが検証されるの

は，細尿管内直壁に集中していて極めて溶く

（柵），就中，潤管部，つづいて主部に著明であ

る．この所見は，それ以前の細尿管所見と可成

りに異なっていて，新しい機能分化が行われて

いることを示唆している．このAlk　P－aseの活

性度は，中腎が退化しはじめる15日胚まで持続

し，その照徹減少して帳面時に至る．但し，

次に記すように，虚語退化と共に，Acid　P－ase

も減少するが，その減少は可成りに著明であ

る．Alk　P－aseは集合管で可成り減少するが（2

1日胚で（∴）），その他の部位では，それ程に臨

くはない．

　Acid　P－aseは，鮮卵4～5日をすぎても漸増

し，6日胚では，腎小体（掃），細尿管主部（響）

～（柵），中腎管（紛という末端痴人い勾配を保

ちながら，全体的に活性度が張くなり，その後

も漸増，7日胚直管部に（冊），細尿管主部内寸

壁の繊毛：部に（十丹），8日胚では，細尿管全体を

通じて極めて強く（柑）検証される．その所見も

細尿管内腔壁に集中していて，新しい機能分化

を指示している．因みに，：Bowmann氏嚢には，

活性度の増加を認めない．

　8日胚をすぎると，Acid　P－aseは次第に減少

する．この減少は，集合管にはじまり，工0日胚

で潤管部に，15日胚で細尿管主部に及び，以降：

中腎退化と共に，著明に減少，卵零雨時には，い

ずれの部位にも，極めて貧弱である．

　従って，Acid　P－aseの活性度からみると，細

尿管には勾配が認められ（集合管→Bowmann氏

嚢），且つ，その出現・減少のいずれもが，集合

管側から始まることに気付く．

　後腎組織が確認されるのは，8日胚において

である．そのAlk　P・ase活性度の傾向は，中腎

のそれと軌を同じくしている．即ち，形態分化

が盛んに行われる10日胚までは，その活性度強

く，12一）ユ8日胚の間，一時低下し，機能分化の

旺盛な21日胚以降再び増加に，：Bowmann画嚢

・細尿管主部に殊に強く（冊），潤管部以下の部

位には少ないという勾配を示している．Acid

P－aseは中腎と殆んど訊問的なズレも示さない

ことに注目される．即ち，8日胚では，申・後

腎共に，その活性度が張く，その後いずれも減

少する．但し，後腎糸字体は，中腎のそれに比

べて，若干Acid　P－ase能を強くするという点

が異なっている．

　以上を通覧し，Alk　P－aseは，前・中・後腎

のいずれにおいても，その分化時に強く活性度

を増し，その後一時低下するが，夫々の機能時

に至って再び増加，細尿管内感面に集中的に出

現する．この所見が特異的である．機能時以降，

梢ヒ減少して，成体腎に移行する．

　これに対し，Acid　P－aseは，分化時に少な

く，機能面に増量，それ以降可成り著明に減少

して，成体腎に移行する．この間，前・中・後

腎は夫々時期を異にして相次いで形成・相次い

で退化（但し，後腎自体は，成体腎となる）す

るもので，夫々の腎の分化時並びに機能時に相

当して，上記の行動をとるものである．但し，

Acld　P－aseのみは，中・後腎に関し，上記の時

間的なズレを示さずに，同歩調で経過する．即

ち，Acid　P－aseに関する限り，同日胚の中・後

腎は同じ程度の活性度を示している．

　以降，前・中・後腎の形態形成が行われる時

期を，夫々の分化時1細尿管内訓面に諸物質が

強く検証されて，新しい機能分化がはじまった

と判断される時期を，夫々の機能時3と呼ぶ．

この新しい機能分化は，内訓面における繊毛形

成と分泌・吸牧能とに，恐らく関蓮せるもので

あろう．

　次に，P－ase以外の諸物質について吟味する・

基質系物質のうち，腎の分化と雫行して変動す

るものに（分化時に多く，その後減少する）R．

N・A，SS－SHが存在する．

　R．N．Aは，就中，中腎の細尿管主部，後腎

の腎小体と細尿管主部の分化時に集中的に彊く

現われる．SS－SHは，中腎細尿管全体と後腎の

腎小体並びに潤面部を特徴づけるものである．

［15】
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　次に，腎機能時を中心として現われるものに

TγrとCytol一物質とが存する．

　Tyrは，中・後腎共に糸三体・細尿管主部並

びに三管部の内三面に強く，後腎尿管にも豊：富

である．CytoL一物質は，糸魚体・嚢部・細尿管

主部の内山面に彊く現われる．以上のうち，糸

毬体血管系に出現するものは，繊維構造を示す

のが一般的な所見であるが，細尿管の内二面に

顯粒状に現われるものは，新しい腎機能分化に

関連するものと解し得よう．

　その他に一一般的に張く証明されるものに，：B．

A．Aがあり，腎分化時に僅かではあるが可雨性

となるものに，Try・D．N．Aが存する．

　換言すれば，成体腎を強く特徴づけるものに

P－aseが存するが，その特異性は腎節分化と共

に既に出現するものである．そのうち，Acid　P－

aseは腎分化時に少なく，機能時に増加，その

後可成り著明に減少する．Alk　P－aseは分化時

に強く，その後一時減少するが，機能時に再び

増加，以降梢ミ減少する．かくして，成体の腎

となるわけであるが，そこでのP－aseの大部分

をなすのは，Alk　P－aseである．

　基質系のうち，分化時に彊く関連するものは，

R．N．A並びにSS－SHであり，機能時に関連

するものは，Tyr並びにCytol一物質であると

解釈し得よう．

　性腺の発生分化に件い，最：も強存する物質は，

SS－SHとR．N．Aとであろう．生殖堤として現

われはじめる頃より既に，この部のSS－S日は

他に比して濃厚で，8日胚の生殖上皮には（甘），

M〔田er氏管に（什）～（柵），就中，その管内皮に

張存する．8日胚以後にも余り減少せず，全体

的に極めて濃厚である．

　これと略ぐ同様な分布を示すものはR．N．A

である．但し，始原性細胞に張く，間充織には

少ない．MtiUer氏管においても，内皮に殊に強

く，外暦に少ない．

　Tyr・B．A．A・Cyto1一物質等；の基質は，中等；度

に分布し，特に記載すべきものがない．

　酵素系として，Alk　P－aseは当初より始原性

細胞に急く，周囲組織より彊存する．就中，5

～6日胚に殊に濃厚なことが目立っ，そめ後次

第に減少する．Acid　P－aseは大体（甘）程度で，

経期的なi変化は少ない．

第3章鶏胚呼吸器発生の組織化学的研究

　　　　　第1節形態学的所見
　呼吸羅発生の過程を組織的にみて，期を区分

すれば，次のようになる．

　第1期発生期．卵孚卵48時闇～卵孚卵3日の間

で，喉頭気管溝の形成から第一次肺小高の形成

迄である．

　第2期　第一・次八幡嚢形成期．卵孚卵4日～卵孚

卵6日で，第一次肺気嚢の形成から発育迄で，

第二次以降肺小謡の分化準備期でもある．

　第3期　第二次以降肺気嚢形成期．艀卵7日

～艀卵12日頃迄で，肺小嚢の分化形成が逐次旺

盛となり，大体，初期肺形成の絡了する迄をい
う．

　第4期肺胞形成準備期．購卵12日～卵孚卵15

日で，小忌分化は極限に達し，肺小嚢上皮の分

化が進み，肺胞化する時である．

　第5期肺胞形成期．卵直言15日～夢1孚卵18日で，

肺胞分化は急速に進み，肺小葉が形成せられる・

この頃迄に，呼吸器形成は大体絡り，胎生肺の

所見となる．

　第6期　肺完成期．卵昏怠18日以降で，肺小葉

形成から，完全な肺組織へと補備される時期で

ある．

　以下，経過に応ずる鏡検所見を記述する．

　1．卵孚卵60時闇迄．肺胎生結締織は周囲の組

織と同様であり，肺小嚢上皮も亦前回上皮と同

様の構造を示している．

　2．艀卵3日．鰐嚢に続く前腸壁に細胞隆起

が出来，腹尾側に向って懸垂し，嚢状となり，

絡端は二分して，第一次二三嚢となる．

　叉，申胚葉性肺原基の周囲には，濡歌の栄養

血管も認めることが出来る．

肛16］
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　3．卵孚卵4日．第一次肺小藩は胃部近く迄達

する．従って，前胃の両側に相当大きな臓器と

して認められ，その略ヒ申央に肺小嚢腔が認め

られる．上皮は淘化管と近似し，周囲の胎生結

締織は隷疎で，内に僅かの血球が存在する．

　4．卵孚卵5日．：第二次素謡嚢の形成が始まる．

上皮は，消化管は多暦，肺小嚢は一暦の円柱上

皮である．

　5．卵孚卵6日．第二次肺小謡は2～3箇認め

ることが出来，叉，胎生結締織では血管の発育

が著明で，肺小回に滑うものも見出し得る．

　6．卵孚卵8日肺小嚢の数は急速に増加する．

腔は始部では大きく不整形であり，先端では小

円型で上皮は丈が高い．肺胎生結締織は発育し，

肺小田始部セこ滑う部位に気管支筋原基が認めら

れる．

　7．卵孚卵10日．小葉間血管は小：葉区分に応じ

て糸屑月犬に認められ，叉，肺門部の近くでは，

気管支筋が発育し，気管軟骨が分化している．

　8．艀卵12日．肺宮司の膨出分化は頂点に達

し，肺胞形成期に移る．即ち，肺小婦上皮は滑

らかな謡歌のものより珠数歌となり，塗壁には

繊毛細胞並びに腺細胞が認められる．小葉間質

並びに血管は，より著明となり，肺野を肺小谷

腔を中心に六角歌に区劃する．

　9．畠山卵15日．肺小忌からの肺胞化は進み，

小謡周囲に小肺胞が多数分化している．気管支

では，粘膜及び軟骨の発育は鳴く，筋はまだ弱

い．

　10．艀卵18日．肺胞並びに肺小葉形成は急速

に進み，胎生肺の所見を示すようになる．叉，

肺胞基部並びに一部の肺胞管壁に滑広筋の存在

するのが認められ，更に，肺門部附近に肺祠軽

の存在をも認め得る．

　11．卵孚化後．肺胞管及び肺胞は呼吸開始によ

り急激に拡大し，肺組織における血球の存在が

著明となる．

　　　　　第2節組織化学的所見

　1．Tyrosine大体変化は少なく，初期（＋），

後期（粁）程度である．反応は肺小山上皮及び肺

胞部に画く，気管支でも可成り喪い．肺画嚢で

は内雨縁に滑って線歌に張く（十）～（什），その

外縁部は弱くなっていて，肺胎生結締織の反応

度と近似し（＋），境界は梢ζ不明瞭となってい

る．なお，この頃の気管支では上皮部に僅かに

強く反応しているだけで，筋と共に（＋）程度で

ある．卵孚卵21日でもこの反応度は変らない．

　2．Tryptophane　全経過を通じて強反応は

認められず（＋）～（±）である．肺胎生結締織及

び外膜は極めて弱い．

　3．Basic　Amino　Acids初期より可成り彊い

反応度を示している．初期の肺小曲では反応は

内心縁に強い．卿卵8日頃の肺小嚢始部，これ

は気管支枝に変化するのだが，では繊毛上皮が

存在し，反応は内腔縁に（拝），叉，満腔に存在

する少量の分泌物は（＋）程度である．なお，小

心周囲に発生する筋は（梓），部内血管壁は（＋）

である．醇卵12日では反応度は矛保低下してい

る．肺小池上皮は先端部は矛傑濃く（粁），根部

は（＋）．上皮では内鼠縁及び基底膜部に強く

（拝）～（什）である．この事は繊毛上皮において

より著明である．卵孚卵18日以降では肺胞基部の

滑頭筋は（朴）～（十）で大体他部と同程度であ

り，気管では軟骨は外縁に多く（甘），内部は

（十），；核は整然と配列していて（十）である．

　4・CystiDe，　Cysteine初期の肺原基は（＋）

で，間もなく（什）となるが，結締織部に認めら

れる栄養血管は（督）で，周囲よ嚇臥張い，卵孚

卵12日では肺胞形成が始まるが，肺小破は，先
端音B（÷丹）～（＋＋），　亥台音B（＋）～（＋），　分1岐：言B（＋十）

～（十）で，基底膜層は（柵）となっている．小葉

閻血管は（朴）～（什），卵孚卵15日以降では肺胞磁

壁に彊く（什）の反応度を示し，その他は溶融1生

に漸次弱くなる．気管支も形態を整え，粘膜暦

は（柵），歯腔に認められる分泌物も（紛であり，

気管軟骨は筋と大体同程度で（＋）～（什）であ

る．卵孚化後では，全般に反応度は弱くなり，呼

吸上皮（十），気管粘膜（什），筋暦（十）となるが，

滑面海部のみ（暮）と張い反応を示している．な

お，血管内被（柵），血管筋（＋）程度である．

【17】



118 塩 岡

　5．Cyto1一物質　肺原基は初期より（＋）程度

の反応を示しているが，その後は肺小嚢内応の

反応は漸次張まってくる．卵切卵8日の肺小嚢内

縁は梢ヒ濃く（＋）～（＋），外側に行くに従い減

弱するが，基底膜部では再び強く（粁）となる．

叉，外膜基底膜部にもこれに劣らず存在する．

この頃の肺小嚢縁の筋原基は（＋）程度．なお，

肺小忌先端及び分岐部の反応：差は殆んどない．

卵白卵15日では，肺小嚢は全般に（十）～（十）であ

るが，肺胞基部並びに滑卒筋部に彊くq＋）～

（十），気管支でも，粘膜（絆），分泌物（十十）と強

反応を示している．卵靴後は呼吸上皮の反応度

は臨くなり（拝），肺胞基部（柵），滑準筋（什）と旧

い．叉，気管支粘膜（柵），筋（朴）であり，肺胞

管上皮は（十衿である．なお，基底膜部は大体

（柵）程度である．

　6．Glykoge11初期の肺小嚢上皮では，基底

膜部に（＋）程度認められるが，その後は漸減す

る．艀卵12日以降，肺胞分化が始まると，その

分化上皮部に梢と強くなる．艀卵20日では，肺

胞部（＋），肺胞基部（＋）．しかし，艀化後は減

少し，滑雫筋並びに気管支筋に僅かに認められ

るのみとなる．

　7．Rlbo核酸　初期は（±）程度であるが，

その後は時間の経過と共に増加する．艀卵4日

では島島嚢は浩化管と同様内二品こ張く（朴），

上皮では（十）～（±）である．肺胎生結締織（十），

外縁（粁）～（＋）．卵孚卵6日では肺小品上皮に温

く存在する．殊に，内旧縁に（紛と強く，基底

膜部も亦（甘）と梢ζ強い．贈卵8日以降では肺

小高上皮の反応は更に幽くなり，肺小嚢先端部

（柵），分岐部併）～（冊、，その他でも（粁）程度

に存在する．先端部では上皮の各部に多いが，

基底膜部により多く，中等度以上の心嚢では上

皮の内命縁と僅かな闇隙を置いて反応は強い．

又L気管支出基部では繊毛上皮細胞の上層に多

く認められ，内腔の存在する分泌物は（＋＋），叉，

結締織では小嚢の陥入する附近に高く（＋）程度

で，その他ば（十）ん（±）である．血管・筋は共

に（＋），総長15日以降に反応は減弱する．繊毛

細胞では繊毛根部に強く（什）であり，上皮では

全般に基底膜部に多い．叉，肺胞管：部は（＋）～

（＋），肺胞基部の滑面筋は（什）と梢ζ強い．

　8．Desoxyribo核酸　終始，核には可成りの

二度で認められるが，原形質部には反応度は低

い．霊化時には呼吸上皮部には梢と強くなり

（±），その他は艀化前と同様で，気管支粘膜

（ヒ）～（∴），肺胞漏話その他は（一）である．

　9，Alkalil】e　Phosphεttase艀卵60時間頃の肺

原基分岐部は（＋）～（什）で，艀卵3日の肺原基

は（甘）である．漏壷5日では上皮の反応は逐次

彊くなり（＋），基底膜部亦（＋）と梢ζ彊い．出

湯7日では肺小嚢（十）～（士）で，内良縁は（骨）

と濃い．叉，結締織では小嚢周囲に筋の発生を

見るためか反応は張く（十）となっている．な

お，この頃の前一部は上皮に張く併），筋・結

締織に弱い．艀卵8日では肺小嚢は先端に強く

（＋）一（廿），他部では（＋）程度である．上皮で

は内腔縁及び基底膜に痛く僅か濃い程度で反応

差は少ない．叉，結締織部では筋発生が認めら

れ（十）～（十），血管の新生も盛んで反応は（十）

である．艀卵12日では肺小感は全般に（＋）であ

るが，先端部では肺胞化が進み（甘）程度の反応

を示している．上皮では気管支部は内調繍こ彊

く，先端部では内由縁より基底膜部に彊い．贈1

卵18日では肺胞呼吸上皮は（ギ），滑洞筋は（什）

となっている．融化後は反応度は可成り低下し

て，呼吸上皮（＋），滑卒筋（十），気管支部（十）

程度となる．これら反応の弱い中において血管

内君のみ（湘と張反応を示している．

　10．Acid　Phosphatase片影原基分岐部は（十）～

（＋），獺卵4日の肺小出部は（＋＋）である．卵孚卵

7日頃から肺小論分化は進み，日と共に小嚢部

位による反応差は明らかになる．卵孚卵12日では

肺小鼠は先端は併），分化部はその程度に応じ

て併）～（十），非分化部は（＋）の反応度を示し

ている．叉，気管軟骨部は（士）程度で非常に弱

く，筋は（十），結締織部は（±）である．卿卵15

日以降は気管支部では反対に（甘）と臨くなって

いる．上皮では全般に基底膜部並びに内証縁に
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多い．呼吸上皮（十），滑論証（什）程度である．

艀化後は反応度は低下し，呼吸上皮は（＋）～

（＋）となり，気管支系も亦弱くなる．しかし，

肺においては血管内被の反応度は可成り張く

（十）程度である．

　次に上記成績を部位別に要約する．

　（1）肺小藩並びに肺胞上皮

　i．購卵60時聞～購卵6日．肺発生並びに第
一羨肺小汁形成期で，Tyr（＋），Try（＋），：B．

A・A（甘）程度で初期から多く，特別な変化は認

められないが，概して辺縁部に梢ζ強く反応し

ている．SS－SHは可成り急速に増加し，卵自愛

6日では（暮）となるが，反応は基底膜＝部に多く

認められる．Cytol一物質は弱く（＋）で，反応は

同様に辺縁部に彊い．R．N．Aは他と同様，内

縁に温く（甘），上皮部（＋）～（±），基底膜部（＋）

～（暑）と強い．D．N．Aの反応は極めて弱い．

Alk並びにAcid　P～aseは共に初期より強い．

殊：にAlk　P－aseでは内腔縁に張く（十ヂ）～G十十〉で

ある．概して，時期の経過と共に内腔縁の反応

は温くなり，基底膜部は初期から可成り強く反

応している．

　ii．卿卵8日～卵孚卵12日．第二次以降肺小嚢

形成期で，Tyr及びB．A．Aの反応は強くなっ

ている．反応度は小忌内縁に彊く分泌物亦可成

り強い．なお，B．A．Aでは先端部に強く（督）

～（甘）である．SS－SHでは分化先端部に強く，

根部に梢ヒ弱いが，この事は以下の要素に或る

程度近似した変化である．CソtoL物質は基底膜

暦に最も強く（甘）で，小面では先端部に極く僅

かに弧・・叉・分泌細胞の反噸ま螺（紛で，

分泌物亦（甘）と彊く反応している。G】ykogenの

反応は日と共に減少し（±）程度となる．R．N．A

では艀卵経過と共に先端部に強くなり（紛～

（柵）で，基部は（什）～げ）となる．叉，分泌細

胞は上部に強く（甘）で，分泌物も亦（暑）程度で

ある．これに反し，D．N．Aの反応は著明では

ない．Alk　P－aseでは先端部は（十）～（畳），根

部は（十）で，Acid　P－aseと同様に分化部セこ強

い．なお，小謡上皮では内縁並びに基底膜：部に

聴く高く，分泌部位も張反応を示している．

Acid　P－aseでは同様に先端部に強いのである

が，該要素では寧ろ肺小嚢の分化度に応じた変

化が認められる．即ち，分化部に反応は強く，

その隣接上皮でも非分化部セこは著明に弱い．な

お，上皮細胞では内縁に梢ζ強く認められる．

　i｛i．生卵15日置卵孚卵18日．肺胞形成期でAmi－

no酸の変化は乏しく前諸日と大差はない．た

だ，SS－SHのみ肺胞管壁に梢ζ張く（荘）程度

となる．Cytol一物質では肺小嚢周囲の幽幽一部

に弧く（紛～（子），その他は（→二）馬（＋）である．

しかし，小才根部では分泌細胞のため（什）程度

となっている・なお，Glykogenは肺胞分化部に

梢ミ増加している．R．N・Aでは全般に反応度

は低下するが，肺胞管周囲の滑卒筋部にのみ梢

ヒ彊く（＋）v（甘）である．Alk　P－aseでは分化

部に梢ζ強く，滑雫筋も同檬である．Acid　P－ase

でも分化部における反応度は可成り強く併）で

あり，滑雫筋部も引張い．

　iv．贈卵18日以降．胎生肺の完成期で，この

期ではAmino酸の反応度の変化は少なく，Tyr

（甘），Try（±），8．A．Aは（皆）である．SS－SH

では概して（甘）であるが，二化後は滑二筋（甘），

第X線表　小面・肺胞上皮に

　おける組織化学反応成績

　卵日
種類

Tyr

Cyto1

物質

1kcogen
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呼吸上皮（十）となっている．Cyto1一物質では呼

吸上皮（＋）～（＋）であるが，肺小嚢周囲の滑雫

筋に張く，叉，肺胞管も（皆）と可成り強い・R・

：N・Aは反応度は低下するが，肺胞管，滑手筋は

（＋）～（什）であり，呼吸上皮は（＋）～（＋）であ

る，D．N．Aは核以外には反応は認められない．

P－aseは共に反応度の差は少ないが，滑三筋の

み僅かに強い．

　（2）気管支上皮

　第一次凡小嚢が気管支を形成するのである

が，これは三二嚢始部であると同時に分泌機能

が存在するので，反応もそれらに応じて変化す

る．従って後期は肺小品の反応度低下に従わ

ず，繊毛上皮・分泌細胞の分化による反応度の

二二を示している．B．A．Aでは鰐卵ユ0日頃か

ら気嚢内縁に張く，分泌物も亦，可成りの反応

度を示している．艀卵12日以降は更に張く（甘）

～（紛であり，内縁により強い．この事はTyr

においても認められる．SS－SH：でも同様で気

管粘膜暦に彊く（珊），分泌物も（昇）である．

Cyto1一物質は気管支粘膜の反応は出国8日頃か

ら日と共に強くなり，同化時では粘膜細胞（暮）

～（柵），分泌物（暑）程度となる．なお，細胞で

は基底膜暦に最：も強く（柵）～（甘）である．これ

らの反応度は肺胞管部よりも可成り張度であ

る．R・N・Aでは同様に肺小二部より弧く（朴）

～（梓）で，日と共にする反応度の低下は著明で

はなく，卵孚卵18日でも粘膜内縁に（梓）程度を示

している．なお，反応は概して細胞の上品部に

多い．P一ξiseでも気管粘膜に張く，　Acldでは

（什）～（十），Alkでは殊に内腔縁に張く（粁）～

（甘）で，分泌物も亦両者共可成り彊い，

　（3）気管支筋並びに軟骨

　気管支筋原基は卵孚卵8日頃から第一次～第二

次肺小嚢周囲に認められる；反応は，Tyr（＋），

Try（轟），　B．A・A（什），　SS－SH（＋）で，その後

の変化は少ない．Cyto1一物質は艀卵8日が（十）

であるが，逐次増旧し，艀化時では（暮）程度と

なっている．叉，Glykogenは痕跡的である．

R．N．Aは初期（十），後期（十）であり，D．N．A

は絡始（±）～（∴）で変化は少ない．P－aseでは

Alk（十）～（甘），Acid（甘）～（十）で著明な変化

は認められない．

　軟骨は卵孚卵12日頃から肺小部に溜って認めら

れ，艀卵18日頃迄に環を形成するが，反応は軟

骨細胞周囲に張い．反応度は，Tyr（＋），Trア

（∴），B．A．A（什），　SS－SH（十）に認められ，

Cytol一物質は最も幽く（柵），　R．N．Aは（什）で

ある．又．，P－aseはAlkは：（十十）～（十），Acidも

同様に張い．

　（4）　結締織部並びに外膜

　全般に反応は外縁部に彊い．結締織部の反応

度は全般に低く，SS－SHでも（＋＋）程度である・

反応度の変化も極めて少ない．なお，R．N．A・

P－aseにおいては肺小嚢の陥入する結締織部に

矛五爵く認められる．この事は肺胞分化時にも

いえることである．

第X皿表　肺結組織部における

　　　組織化学反応成績
　艀卵日種類

11．5 22．5 3 4 5 6 7 8 10 12 15 18 21

Tyr

Try

B．A．A

SS－SH

byto1

ｨ質

Glkcoge

R。N．A

D．N．A

Alk
o．ase

Acid
o＿ase

　（5）肺内血管

　計画血管といえども反応は第1章・血管の項

に準ずるのであるが，概略を述べれば次の通り

である．Amillo酸ではTyr（十），：B．A．Aは初

期（＋）後期（甘）と血管の成長度に応じ，SS－SH
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は内被1に強く（柵），筋は（響）～（暑）である．CytoI

物質では血管の反応は可成り強く，初期（＋），

後期（十9である．R．：N．Aは言口卵12日頃に最も

張く（甘）～（＋）であり，その前後は（＋）～（＋）

と低下している・なお，反応は梢ミ内被に彊い．

P－aseではAlkは温品に張く，初期（JL二　1），後期

（柵）となる．Acidでは反応は梢ζ弱く，内被

（甘）～（十），筋（十）程度である．

　　　　　第3節小　　　　括
　28体二期に内胚葉前記より五aryngo－tracheaI

grooveとして，気管並びに肺の原基が現われ，

3日胚にその溝の深さを増し，後端は更に分化

して，肺の原基をつくる．

　前腸の上記部位は，肺原基形成と共に，就中，

3日胚を中心に，Alk並びにAcid　P－aseの強活

性を示す．D．N．Aも爾志部位に比して梢ζ多

いと判断する．

　4日胚で，気管は独立し，第一次肺小嚢を，

6日胚で更に第二次肺小減を形成するが，組織

化学的には著変は認められず，ただSS－SHの

増加並びにP－aseの減少を示している．

　8日胚に至って，肺小嚢は急速に増加する

結

　以上において，私は，中胚葉測板より発生す

る循環系統，就中，心並びに血管系について，

次に申胚葉腎節より発生する腎並びに生殖器系

統について，最後に前腸正出部を原基として発

生する肺について，それらの形態形成の過程を

組．織化学的に言巳高し来った．

　1．上記器官は，いずれも内皮叉は上皮と呼

ばれる代謝性細胞を有している．即ち，血管内

被・細尿管上皮・肺小忌並びに肺胞上皮がそれ

である．特に代i謝1生細胞と張調した所以は，そ

れらが器官分化の過程に，特徴ある代謝性を示

して，主導性をもっと解せられるからである．

例えば，血管内被は，成体のそれにあっては，

代謝性細胞としては等閑覗されている．或い

は，肺胞上皮は，最近脂質代謝に関連するとさ

れているが，それ以前においては代謝生細胞と

が，それと共にR．N．A・：B．A．A・Tyrつつい

てCyto1一物質の増加が著明である．

　15日胚において，肺小嚢上皮よりの肺胞化が

行われるが，これらの上皮にはAcid並びにAlk

：P＿ase・R．N．A・Tyr・SS－SH・B．A．A・Cytol

一物質等の殆んど凡ての基質・酵素系の存在が

著しい．殊に肺小話の先端部において肺胞の形

成される部位に，各型P－aseの出現が著明であ

る．この時期には気管上皮をも識別し得るが，

該上皮も亦．P－ase並びに諸基質に富んでいる．

因みに，これら腺上皮にあっての諸P－aseは，

基底側よりも内側に多く見出される．

　以上の所見を以て，肺，就中，肺胞の機能的

分化は，15～18日胚において完成されると判断

する．

　かかる内胚葉性組織の間に，申胚葉性の血

管，気管支筋，結締織の分化が行われるが，15

日胚より，これら申胚葉性組織は，若干のTyr・

Trソ・：B．A．A・SS－SH・CytoL物質・R・N・A・

Alk　P－aseを有し，その所見は爾他臓器におけ

る夫々と同様で，肺に特異なものではない．

聾

しては重要覗されていない．

　然るに，夫々は分化の過程にあっては，可成

りにはげしい代謝を営むことが，組織化学的に

注目されるのである．’これらの内皮叉は上皮

は，夫々に分化の過程にあって，特徴ある代謝

を営むが，共通せるところも少なくない．

　次にその共通性と固有性とを吟味する．

A．酵素系について

　1．先ず，Alk　P－aseの特異性である．

　この酵素能は，心・腎・肺共に夫々の分化時

に増強することが特異である．即ち，心では原

基完成の4日胚に，血管系では夫々の血小島並

びに血管分化時に，腎では前・中・後腎の夫々

の分化時に，肺では肺原基形成部に，周囲組織

より彊度のAlk　P－ase活性を認める．

　心内膜並びに血管内被のAlk　P－aseは，その

【21】



122 塩 岡

三も活性度を減ずることなく幼生に移行する．

即ち，内被Alk　P－aseは血管系の形態形成（分

化時）と機能開始（機能時）に彊く関連してい

る．

　腎細尿管のAlk　P－aseは，成体においても，

特に腎P－aseといおれる如くに豊富，且つ，特

異的である．この特異性は，腎原基形成と共に

既に張く現われ，且つ，前・中・後腎のいずれ

においても，夫タの分化時に最高度に達する．

これはその後一時低下するが，次いで機能時に

再び彊活性となり，就中，管腔内面に強く集中

する．殊に繊毛を有する主部細胞にその所見が

強い．その吟味は本文に記載した．その後機能

退化と共に矛傑減少，幼生に移行する．即ち，

腎にあっても，器官発生における分化時と機能

時に，本酵素の増加を認めることが原則であ
る．

　肺のAlk　P－aseも，肺原基形成と共に張く増

加（4日胚），その後一時低下し，肺胞形成が行

われ，成体肺の形態を整え始める15日胚に再び

～置生度を増してくる．ここにおいても管腔i内面

に張く集中し，殊に繊毛を有する気管小枝にそ

の感が彊い．かかる形態形成が完成すると共に

梢ミ減少，成体肺に移行する．4日胚を分化時，

15日胚を器官発生における機能時と解するなら

ば，夫々の時期に乙張することは，前二者と同

様である．

　要するに，本酵素は，器官発生における分化

時，次いで機能時に，その活性度を増加するも

のと理解し得る．

　2．次に，Acid　P－aseはAlk　P－aseの如くに

は著明な特異性を示さない．

　心内膜・血管内被では，夫々の分化職こ彊活

性となるが，その後次第に漸減する．即ち，形

態形成には関与するが，機能開始には，Alk　P－

ase程には直接関係するところがないと判断さ

れる．

　腎細尿管にあってはこれと逆で，分化時には

比較的少なく，所謂，機能時に最：高活性を示し，

その後可成り著明に減少して幼生に移行する．

但し，後腎機能時における増加は，さほどに著

明ではない．

　肺胞上皮では，その分化時即ち原基形成の3

～4日胚，その機能時即ち肺胞形成の15～18日

胚に増加する．この態度はAlk　P－aseと同様で

ある．

B．次に基質系について述べる．

　1．血管内被を特徴づけるものは，漸増する

Cytol一物質並びにSS－SHである．これは主と

して繊維性構築に関係するものであろう．次い

でTyr・：B．A．Aが原基形成後漸増，10日頃胚

に最も多い．これも亦形態形成並びに機能開始

に関与する有力な因子である．

　心内膜にあっても，諸基質の態度は上記と傾

向を同じくする．即ち，可成りに豊：富なTyr・

SS－SH：並びにCyto1一物質・R．N．A等は，原基

形成後漸増し，就中，心完成時に最：も著明であ

る．

　2．腎細尿管にあっては，分化時にR・N．A・

SS－SHが豊富，機能時にTyr・Cytoレ物質並び

に少量ではあるが，Tryの増加に注目される．

　3．肺胞上皮にあっては，分化時にR．N・A・

SS－SHが豊：富，機能時に至るに従いTyr・Cyto1

一物質が彊く増加してくる．

　4．以上三者に共通して，B．A．Aは常に豊

富，Trアは分化時に僅かに増加することがある

が一般に僅少，Glykogenは胎生後期の心内膜

に僅かに増加する以外，一般に有意義な変化を

示さない．

　II．内皮叉は上皮に関連する間質系につい

て．

　1．血管内高をとりまいて，筋暦並びに外膜

が形成される．

　心筋並びに血管筋にあってはAlk並びにAcid

P－aseの二者は，夫々の分化時（4日胚を中心

とする）においてのみ，可成りに張く活性化し

てくる．基質としてR．N．A・Tyr・SS－SHは

心筋並びに血管筋の形態形成が完成するに了い

増加してくる．殊に心筋にあっては，胎生後期

に至るに従い，甚だしく著明にGlyko8enの増
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加が認められる．これは勿論心臆動の起源とし

て準備されるものである．血管筋にあっては

Glykogenは少量にすぎないが，Cytoレ物質は極

めて豊富，就中，内時儀板にSS－SHと共に著

明に検証される．即ち，両者は主として血管系

の繊維i生構築に関係するものである．

　心外膜並びに心筋間結締織は，その他器官に

おけるそれらと同様に，僅かに：B．A．A・SS－

SH・Cytol一物質が証明される外，一般に酵素並

びに基質の反応度は低く，且つ，分化に問う意

義ある変化は認めない．

　2．腎は細尿管系と血管系とより成り立つ．

その血管系の態度は，他臓器のそれと全く同軌

的で，血管系分化の機能時にTyr・R．　N．A・

SS－SH・Cytol一物質の増加を認める．

　腎糸毬体は，所謂Mesothelにて被覆される

点において特異であるが，それをも含めて糸毬

体には，機能時を中心としてTyr・SS－SH・

Glykogen，分化時より機能時にかけてR・：N・A

の強存乃至増加を認める．これらは退行期に入

ると共に漸減する．退行期にあっては，基礎構

築物質として・ひとりCytol一物質のみが増加し

てくる．糸毬体分化時にはAlk　P－ase能並びに

D．N．A：量が他の時期に比べて多い・Acid　P－ase

は機能時にその活性度を増している．

　前腎管・中腎管並びに後腎管にあっては，夫

々の分化時にAlk　P－ase・SS－SH・R．N。Aが，

機能時にTyr・Try・B．A．A・Acld　P－ase能が

夫々増加する．

　性腺は，位置的には原腎と密接な関係をもち

っっ発育分化する．性腺を特徴づけるものは，

既に生殖堤として原基形成が行われる時期に始

まるFS－SH・R．N．Aの張存である．なお，始

原性細胞の分化時にAlk　P－aseがより濃厚に認

められる，MUller氏管内皮部にあってもSS－SH

基並びにR．N．Aが豊：富である．

　3．肺も亦腎と同様に上皮系と血管系とより

成り立つ．ただその分化に長期間を要し，胚発

生中には機能期に入らない点を異にしている．

この点を考慮するならば，肺分化時に浩長ずる

酵素・基質系の態度は，腎のそれに非常に近似

している．但し，腎細尿管上皮は，腎P－aceを

有することを特徴とするが，肺胞上皮には該’酵

素は豊富でない．

　肺には，気管・気管壁筋・軟骨組織が附加さ

れるが，それらの各酵素・基質に対する態度は

一般諸臓器と同一で肺に特異なものを認めない

が，気管粘膜（繊毛を有する）の内縁には，殊

に，SS－SH・TVr・｝3．A．A・R．N．A・Alk　P－ase

が暖く検証される．

　終りに臨み，御懇切なる御指導・御尋闘を終うし，

研究資料及び記緑の焼失に際しては絶大なる御激励を

賜った，石川敢授，亜びに終始多大の御便宜を頂いた

敢室員各位及び農協高岡病院豊田・崎守根魚博士に満
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附　図　説　明

附図1；18日胚，心筋，Cyto1一物質（左）並びに

　Glyk・gen（右）（張拡大）

附図2；艀化胚，大動脈起始部，D・N・A・（弱

　拡大）

附図3；　3日胚，中腎管・細尿管亜びに糸病体

　原基，Alk　P－ase（中拡大）

附図4；　8日胚，後腎発生と中腎（左下隅），

　Acid　P－ase（弱拡大）

附図5；12日胚，中腎糸一体，Cytol一物質，（申

　拡大）

附図6；後腎，附図5と同標本：・同拡大，

附図7；　12日胚，後腎（左）・申腎（中）・性腺

　（右），R・N・A（弱拡大）

附図8；1艀化胚，中腎糸雨体の崩壊並びに性腺

　（右上隅）D・N・A（中拡大）

附図9；　5日胚，生殖堤と申腎糸毬体の一部，

　H・E（申拡大）

附図10；　10日胚，始原性細胞，D・N・A（強拡

　大）

附図11；　6日胚，Mtiller氏地溝と申腎細尿管，

　H．E（中拡大）

附図12；　8日胚，MUIIer氏管と申腎，　SS－SH

　鰯拡大）

附図13；

附図143

　拡大）

附図15；

　拡大）

附図16；

8日胚，肺原基，SS－SH（申拡大）

10日胚，肺小回分化部，Acid　P－ase（中

15日胚，肺胞分化部，Acid　P－ase（中

18日胚，肺小葉，Alk：P－ase（弱拡大）

【24】



　　　　　懸盤論文附図（・）

〔附図．1〕　　　　　　　　　　　　　　　　〔附図・2〕
　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　

へ

∵1隷1懸難

　　　　　　ヤ　　　郷懸騰懸1
　　　　　て　　を　　ぺぬケ　　 ま　　

　　　　襲　　漁憲級が転㌔、

　　　　、1灘熱
〔附図．3〕　　　　　　　　　　　　　　　　　〔附図．4〕

〔附図．5〕

雛

〔附図．7〕

〔附図．6〕

〔附図．8〕



塩岡論文鮒’図（2）

〔附図．9〕

轟 馳

〔附図．11〕

〔附図．13〕

〔附図．15〕

磁蕪

　〔附図．10〕

鮮璽聯熱i露顕ピ

蟻轟1嘱攣裂攣璽難惹

纏綴織醗叢蟻灘

　〔附図．12〕

騨躍羅

〔附図．14〕

叢

叢

〔附図．16〕

轟疑惑

顯鷺講謹製、

磁総藩蓋熱熱識灘

｝嚢霧

　憲欝


